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作詞 （淺羽一）J'Soul

空回りしてる遠回りな役回り 立ち止まり泣いてうずくまるわだかまり

押し黙りながら遠ざかる猫かぶり 水溜まり落ちて恥さらし俺ばかり

這い回り挙げ句ゴミあさりドブさらい 立ち回り演じ深みはまり火の用心

言葉借りそれで愛語り床入り 腰砕け飛んで弾けだし脳溶かし
とこはい

夢揺らし濡れてはしゃぎだす憂さ晴らし 時間凍り咲いた花盛り髪飾り
と き

息を吐き気付く血を流す俺一人 誰もいない事実聞こえない息づかい

分からない止まらない下らない騒ぎたい！ 染まりたい暴きたい間違いないまだ足りない！！

客を寄せるブレイクダンス 見てる女も回りだす 波に飛び込む若いギャング 遅れないよう全開ダッシュ

舞台中央燃えるバトル 誇りを賭けた真剣勝負 ずっと見てただけ過去の記憶 指をくわえ足は震え
マ ジ

名乗り上げて越えた人垣 何が出来る？自分でも分からん 無我夢中で踏み出した挑戦 やってみなきゃ何も始まらん
ステップ

人を魅せる華がある 金を掴む地位がある 運命握る神がいる？ 俺にしか出来ない事もある？

負けて分かるモノが浮かび 勝って見えるモノが映り 形を持たないモノの価値・形 自分見えない透明人間

笑いかけられ張り付く笑い 微笑み知らず思い込む笑顔 顔は覚えず残る感触 あれは愛だと歌った欲望

孤独快楽精神は薄弱 愛情感情全て自己満足 計算虚しさ故に自己嫌悪 馬鹿にした純情純愛に憧れる
こ こ ろ ガ キ の 恋 愛

愛したい愛されたい 認められない誰もいない 気付かないままでいたい 間違いない俺は弱い…

後戻りばかり進みたい進めない 走り出したけど届かないその未来

いつの間にか周り挟み撃ち逃げれない 振り回し殴るこの拳意味もなし

逃げまどう日々に行き場無く右 左 腐りだす今に立ち向かう術も無し
みぎひだり

喜ばしそして抱いてたいそれだけだし 叶わないつまり愛は無いお前いない

叫びたい部屋で声出ない目も見えない 雪だるま真似て動かない顔も無し

こぼれだす体減っていく自分自身 光無い空は雲も無し色が無し

変わりたい盗みたい壊したい限り無し！ 騙せない変わらない間違いない愛が欲しい！！

夜を惑わす甘いタンゴ 恋を狂わす淡い単語 記憶穿つ崩れた弾痕 恐れと勇気の双子誕生

ポケットに詰めた鈍い弾倉 パレットを埋める絵の具も乾燥 折れた筆で描く弾道 狙うは過去に刺さる短刀
えが

無数の道が並ぶ街道 俯く影を照らす街灯 視界を走る夢幻のライト その果てで眠る俺は誰と？

風と共に去りぬ時間と？ 夢に浮かぶ紙の月と？ オペラ座に響く悲しみと？ 海の泡になる純愛と？
と き

歴史に刻む遠い名前 地上を覆う想いの化石 風が乗せる恋文の名残 一人で踊る赤い糸の端

ゆらゆら蝋燭に灯る炎 次々と世界に感染る熱病 薬も効かぬそれが本能 求めてやまぬ真実の愛情
とも う つ

流されるままじゃ変わらぬ現状 俯いたままじゃ操り人形 素顔に宿ったいつかの表情 忘れてた大切な事を思い出す
好きという意味

信じたい抱かれたい 認めたくないだけじゃ意味無い 愛したい抱きしめたい 間違いない胸が熱い！

言葉重ね 体重ね 愛を重ね 時を重ね

共に語り 共に眠り 共に笑い 共に生きる

『今』を感じ 『過去』も感じ 『未来』感じ 想い感じ

お前信じ 俺を信じ この温もりだけを信じていればいい

信じたい抱かれたい 認めたくないだけじゃ意味無い 愛したい抱きしめたい 間違いない胸が熱い！

叫びたい歌いたい 変わり始めたばかり愛はあり 止まらない迷わない 間違いない『愛してる！！』


